


図73　森林面積

図74　森林の構成（令１）

資料：森林管理課調べ

資料：北陸農政局「北陸農林水産統計年報」

　　　国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」

　　　森林管理課調べ

資料：森林管理課調べ

図72　土地利用の状況（令１）

令和元年の森林面積は28万6,106haで、県土面

積の68.3％を占めている。

森林面積は、40年代後半から50年代中頃にかけ

て農地、道路、宅地、レジャー用地等への転換で大

きく減少したが、最近では横ばい傾向にある。
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955ha（森林全体の80.7％）を占めてい

る。
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図76　人工林の樹種別構成（令１）図75　森林（民有林）面積の構成（令１）

資料：森林管理課調べ 資料：森林管理課調べ

人工林の71.4％はすぎ

現在人工林面積は9万9,762haとなり、人工林率は39.7％となっている。

また、人工林の樹種別構成は、すぎ71.4％、あて12.4％、まつ9.1％等となっている。
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針葉樹の蓄積増加

民有林の総蓄積量は、7,061万9千m3で、すぎ、あて、まつ等の針葉樹を中心に年々増加している。

図77　森林（民有林）蓄積の構成（令１）

資料：森林管理課調べ
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図78　森林（民有林）蓄積

資料：森林管理課調べ

　注：１　針＝針葉樹、広＝広葉樹

　　　２　加賀は金沢市以南、能登は河北郡以北
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図79　林齢別人工林面積

資料：森林管理課調べ

林齢別人工林面積（令和１年3月末）

林　齢

人工林面積は56～60年生がピーク

県内人工林の面積を林齢別に見ると、林齢によって偏りがあり、56～60年生の人工林の面積が最も大きい。

－ 41－



資料：森林管理課調べ

図80　造林面積

資料：森林管理課調べ

図81　樹種別苗木生産状況（民有林山出し本数）

造林面積は横ばい

令和元年度の造林面積は 104ha に減少した。このうち拡大造林面積は８ ha、再造林面積は 96ha とな

っている。
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資料：森林管理課調べ

図82　間伐実施面積

令和２年度の間伐実績は 1,429ha で、前年より 297ha 減少した。

実施形態別にみると、国庫補助は 77％、その他は 23％である。

健全で多様な森林の造成

第二期（H24～28）の取組において、675haの整備を実施しており、第三期（H29～R３）では、

600ha（120ha／年）を整備予定である。

いしかわ森林環境基金事業により、放置竹林等の整備を実施
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資料：森林管理課調べ

図83　放置竹林等の整備面積
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資料：農林水産省「木材統計」、森林管理課調べ

　注：平成13年よりパルプ用は調査廃止となった。

令和元年の木材生産量は前年に比べ

２％減の14万３千m3となった。

３　林業生産 図84　木材生産量
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注：搬出され木材として使用された材積を示す。 資料：森林管理課調べ

図85　主伐材積の推移
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生しいたけの生産量が減少

令和元年度の生産量は前年に比

べ、えのきたけ、まいたけ、なめ

こが増加したものの、生しいたけ

が減少した。

また、きのこ類の生産額構成で

は、生しいたけが32.7％、なめ

こ6.1％、乾しいたけが2.3％、ま

いたけ5.2％などとなっている。

図86　きのこ類の生産（数字は生産量：トン）

図87　きのこ類の生産額構成（令１）

資料：森林管理課調べ

資料：森林管理課調べ
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資料：森林管理課調べ
※１：平19よりウインチ付グラップルの台数を含む

図88　高性能林業機械の保有台数の推移

図91　林内路網密度の推移

図89　林道・林業専用道の整備実績 図90　森林作業道の整備実績

高性能林業機械の

保有台数が増加

令和元年の石川県に

おける高性能林業機械の

保有台数は87台となっ

ている。

林内路網密度は33.26m/ha

路網整備の推進により、林内

路網密度は加賀、能登ともに増

加している。

また、平成23年度～令和２年

度における林道・林業専用道の

開設延長は133.0km、森林作業

道の開設延長は1,728.4kmとな

っている。
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資料：森林管理課調べ

資料：森林管理課調べ資料：森林管理課調べ

注：林内路網密度は、林内公道、林道、林業専用道、

　　森林作業道の延長を足したものを、民有林面積で

　　除して算出。加賀は金沢市以南、能登は河北郡以北。
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資料：森林管理課調べ

資料：森林管理課調べ

図92　森林組合作業員

図93　森林組合作業員の男女別年齢別構成

作業員は微減

作業員のいる森林組合は４組

合あり、総数は152人である。

作業員の男女別構成は、男

性が96％、女性が４％となっ

ている。

また、年齢別では、60歳以

上の者が男性では27％、女性

では17％となっている。

　

林業従事者数は482人

近年の林業従事者数は

480人前後で推移してい

る。
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資料：森林管理課調べ注：林業の現場作業に従事する者（森林組合作業員を含む）

図94　林業従事者数の推移
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